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もりのにぎわい通信  
 

2017年３月 25日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2017年 3月 25日（土）9：00～15:30 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 9～12℃ 湿度 36% 風向 南南東 風速 8m 

定例会参加者：12 人：子供 1 人、大人 11 人（土地改良区 5 人） 

■ 活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9:00除草作業と松林の間伐材の運搬･焼却 

10:00切り倒してあった木の片づけ・焼却 

11:00休憩 

   枝打ちと除草作業 

12:00昼食 

13:00枝打ち、ジャガイモの種蒔き、そら豆の追肥、ビワの苗植え 

15:00 片付け（火の始末） 

15:30解散 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ 活動報告 

 まず現地に来てみて、ビックリしたのは斜面に敷かれた真新しいチップ舗装でした。昔

のチップ舗装がほぼ無くなったのは何時のことでしょうか。8 年も経てば水に流れ、風化

して地面がむき出しになるのはやむをえないかもしれません。今年度は東京ガスの補助金

をもらえたおかげで東部農林さんに外注で新しいチップを 3 月 18 日に敷き詰めてもらい

ました。２０ｃｍのチップを転圧した立派なものです。斜面の土が流れてしまうのを防ぎ、

軽トラや乗用車の行き来をスムーズにします。東ガスさん助かります！ 

 

 本日の作業のスタートは、たまっていた間伐後の大量の枝や、伐採木の倒したままにな

っていたものを始末することで、焼却という方法で片づけることにしました。風邪もなく

火の管理のしやすい良い日です。伐採して時間が経ち乾燥しきった枝は良く燃えること、

びっくりでした。ただ竈周辺を整理した際に出てきた土に埋もれて湿気ている木材につい

ては風通しが良くなるように積み上げ、来月また燃やすことにしました。 

 

後片付けの一方で、新たに中央エリアの枝打ちを試みました。確かに放っておくと樹木と

いう奴は拡がり放題に枝を広げて、おまけに下から伸びてくるクズの蔓と絡み合って、刈

払機が使いにくいし入りにくいという状態になっていました。金子・峰島・金井の 3人が
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枝打ち部隊、Mr.星野が刈払機で竈周辺と南のツリーハウス・エリアの雑草という担当で作

業しました。初めての枝打ちの感想としては、「枝とはいえ伐ってしまうというのは可哀そ

うな気がする。だんだん慣れたら思い切って伐れるようになった。それにしてもクズがジ

ャマだ」というものでした。 

この間、女性陣はシイタケを収穫してくれて帰りのお土産になりました。お昼には春キ

ャベツ、新タマネギ、ジャガイモ、ニンジンたっぷりのポトフも用意していただきました。

春らしい贅沢な味でした。 

 

午後からは二人が刈払機で、二人が枝打ちという体制で苗木の世話を行いました。一方、

女性陣はジャガイモの種まき（あれはやはり種まきと呼ぶのでしょうか、ジャガイモまき？）

そしてビワの苗植えを行いました。総じて日差しはたっぷりで春の日差しでしたが、午後

からは風が冷たくなって冬に逆戻りという明日の天気予報を思わせる日となりました。皆

さんお疲れ様でした。グリーンウエイブは5月27日となりましたので是非ご予定ください。 

 

（記録：金井 章男） 

 

■ 森もりあそび隊 

春休みのあそび隊、皆さんお忙しく、参加隊員がいないので今日は女子一人の森もりあそ

び隊になりました。 

本日最大の楽しみはジャガイモの植え付けです。 

早速、種イモの切断部分に草木灰をつけるのが隊員の仕事です。 

彼女は農作業に慣れているため、一人でも黙々と灰を付けて並べていきます。 

そのまま天日干し。 

この作業が終わると、次にシイタケの収穫を任命されました。 

大好物の仕事ばかりです。 

シイタケを探しに行きました。斜面を少し下ったところにそれは突然目に入りました。 

初めてのシイタケ狩りに大興奮！ 

ガツガツ収穫していくと、地際の少し隠れたところに大きなのを発見。 

さらに興奮です。 

沢山採れたシイタケは全部で 31個。一つ一つ台の上に並べて数えました。 

お昼ご飯はとってもおいしいポトフをいただきました。 

いつもはあまり食べないのに、今日は沢山お腹に入りました。 

毎回みんなで取り合うハンモックも独り占めです。 

でも、やっぱりちょっと寂しいかな？ 

大人が急いでジャガイモの植え付けをしていると、くつろいでいたハンモックから急いで

畑にやってきました。 



森を守り育てる会 かわらばん 2017 年 3 月号            2017 年 4月 7 日発行 

やはり今日の隊員はこちらの作業の方が重要なようで、慌てて参加。 

そのあと、土かけまでしっかりやりました。 

さらにソラマメの追肥、整枝、ビワの苗木の植え付けを全てこなしました。 

彼女曰く、一日中やっていられる！だそうです。 

ということで、今日のあそび隊の活動はハンモックと農作業に終わりました。 

  

苗木だった木にハンモックを取り付け、子供が乗れるようにまで成長しました。 

二本の木は子供に向かって優しく揺れながらしなります。 

改めて、地球に生かされているのだと感じます。 

この優しい木のような大人になって欲しいと願います。 

 

（記録：長菅 千夏 ） 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、4 月 22 日（土）予定です｡グリーンウエイブ植樹祭の準備と除草作業

です｡ 

 

 

集合写真 

http://www.g-cycle.org/
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3 月 18 日（土）チップ舗装作業の様子 

 

  

水はけを良くするため、粗いチップを下にしてローラーで転圧 

 

  

その上に細かいチップを敷きローラーで転圧して完成しました。木の香りが良い！ 
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背丈を越えるススキの除草作業 

 

  

間伐材をたき火            間伐材の運搬 
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たき火                枝打ち作業 

 

  

釜戸付近の除草         草花遊びって楽しいよ！ 

  

  

種イモ下準備            収穫したシイタケ 
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昼食は春野菜入りポトフ        ポトフの出来上がり 

 

  

ハンモックをひとりで占領 

 

 

  

枝打ち作業           ヤマノイモの果実 
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ビワの植え付け           そら豆の追肥 

 

 


